
内分点と外分点

線分ABの中点Mとは，線分ABを半分に分ける点，すなわちAM = BMが成り立つような，
線分AB上の点のことであった．

AM = BMが成り立つとは，辺の比を使って言い換えると，AM : BM = 1 : 1が成り立つと
いうことであるが，ここでは，もっと一般の比に対して，線分ABを分ける点を定義する．
以下，m,nは正の数とする．

定義. 線分ABをm : nに内分する点Pとは，AP : PB = m : nが成り立つような，線分AB上
の点のことをいう．点 Pのことを内分点ともいう．
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さらに，線分ABの延長線上にある点に対しても次のように定義する．

定義. m ̸= nとする．線分ABをm : nに外分する点Qとは，AQ : QB = m : nが成り立つよ
うな，線分ABの延長線上にある点のことをいう．点Qのことを外分点ともいう．

m > nのとき，
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m < nのとき，
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注意. 内分点は，線分AB上の点であったのに対して，外分点は，線分ABの延長線上にある点
（線分AB上の点ではない）であることに注意する．また，外分点は，mと nの大小により，線
分ABの延長線上のA側にあるか，B側にあるかが変わるので注意する．

練習のため，次のような問題を考えよう．

問題. 正三角形ABCに対して，辺AB，辺 BC，辺CAをm : nに内分する点をそれぞれ，P，
Q，Rとする．このとき，△PQRは，正三角形であることを示せ．

解. 仮定から，
AP : PB = BQ : QC = CR : RA = m : n

であるが，△ABCは，正三角形なので，AB = BC = CA
である．よって，

AP = BQ = CR, PB = QC = RA

が成り立つ．再び△ABCは，正三角形という仮定から，

∠A = ∠B = ∠C

が成り立つ．以上から，二辺とその間の角が等しいので，
３つの△APR，△BQP，△CRQは合同である．よって，

PR = QP = RQ

が成り立つので，△PQRは正三角形である．
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